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１．背景および目的 

コンクリートの耐久性，美観をはじめとする表層品質を

向上させるために，熱可塑性樹脂シート（以下，シート）

を予め型枠に貼付し，型枠取外し後もシートをコンクリー

トに残置させて水分の逸散を抑制する養生（以下，シート

養生）を考案した 1）． 
筆者らはこれまでに，セメントの種類が異なる実規模試

験体に対して，シート養生を行うことによるコンクリート

の表面気泡の減少および若材齢時における透気係数の低下

を確認している 2）．本稿では，シート養生がコンクリート

の表層品質に及ぼす効果を異なる非破壊試験によって長期

的に評価するとともに，コア試験で得た中性化抵抗性と非

破壊試験結果の傾向について考察を加えた． 
２．試験概要 

2.1 試験体の作製概要 

本検討では図－1に示す柱状の試験体を作製し，試験体の

それぞれの面に，化粧合板（以下，シート無）およびシー

トを貼付した型枠（以下，シート有）を使用し， それぞれ

比較検討した．試験体に用いたコンクリートの配合を表－1

に示す．普通ポルトランドセメント（N），高炉セメント B

種（BB）およびフライアッシュセメント B 種（FB）の 3 種類のセメントを用いて，単位水量は同一とし，水セメ

ント比を材齢 28 日における圧縮強度がほぼ等しくなる配合とした．試験体は，打込み後，材齢 7 日で型枠を取り

外し，シート有の場合は，その後もシートをコンクリート表面に残置し，材齢 91・182 日までシート養生を継続

した（以下，それぞれシート有 91 日，シート有 182 日）．なお，試験体は雨の当たらない環境に静置した． 
2.2 試験内容 

本検討で行った試験項目を表－2 に示す．物質透過性を非破壊で評価するために Torrent 法による透気係数と

SWAT 法による表面吸水速度の 2 種類の試験を行った．試験は，経時変化を把握するために同じ測定位置で定期的

に計測し，シート無のケースは型枠を取外し後 1 週間後から，シート有のケースは養生終了後 1 週間後から開始

した．測定位置を図－1に示す各面の中－上，中－下の 2 カ所とし，その平均値を算出した．また，中性化抵抗性

を評価するために，材齢 189 日にφ35mm のコアを採取し，促進中性化試験に供した．コア採取後に 7 日間乾燥さ

せ，表面以外のコアの周囲をアルミテープでシールした後に，促進中性化試験を開始した．促進条件は温度 20℃，

相対湿度 60%，CO2 濃度 5%とし，7・14・28 日間の中性化深さを測定して中性化速度係数を算出した． 

３．計測結果 

3.1 物質透過試験結果 

表面含水率，透気係数および表面吸水速度の測定結果を図－2に示す．透気係数，表面吸水速度は，養生終了後
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図－1 実規模試験体の概要 

 
表－1 コンクリートの配合 
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メ
ン
ト 
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骨 
材 

粗 
骨 
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N 55.0 
10.0 4.5 

48.3 165 300 889 950 
BB 53.9 47.8 165 306 871 952 
FB 49.8 46.7 165 331 838 958 

 
表－2 計測内容・方法 

分類 試験項目 計測方法 試験材齢 

非破壊 
試験 

表面含水率 静電容量式水分計 35・56・
98・142・
189・273 
・365 日 

透気係数 Torrent 法 3) 
表面吸水試験 SWAT 法 4) 

コア試験 中性化抵抗性 JIS A 1153 189 日 
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から数カ月は表面含水率の低

下，すなわちコンクリートの乾

燥に伴い計測値が増大する傾

向があるものの，表面含水率の

収束に従い，概ね値が漸近した．

値が漸近した材齢 365 日の値

に着目すると，透気係数は N

配合においてシート無に比べ

シート有がわずかに小さくな

る程度であったが，BB・FB 配

合においては特にシート有

（182 日）のケースにおいて著

しく小さくなった．一方，表面

吸水速度はいずれの配合にお

いても，特にシート有（91 日）

においてシート無よりも小さ

い値に収束することを確認し，シート養生を長期間行うことに

より，表層品質が向上したことが認められた． 

3.2 中性化速度係数と物質透過試験結果の比較 

材齢 189 日においてコアを採取し，促進中性化試験を行い，

算出した中性化速度係数と，2 種類の物質透過試験による試験結

果の関係をそれぞれ図－3に示す．図より，シート養生を行うこ

とにより中性化速度係数も物質透過性も小さくなる傾向が見ら

れ，品質向上効果を確認した．さらに，Torrent 法による透気係

数，SWAT 法による表面吸水速度のいずれの試験を行った場合

においても物質透過性が小さいほど中性化速度係数も小さい傾向があるものの，表面吸水速度の方が明確な正の

相関があることを確認した．これは，過去の検討でも傾向が示されたように 5）Torrent 法が試験時に測定面に対

して負圧をかけ内部から表面側へ強制的に空気を吸入するのに対し，SWAT 法は試験時に測定面に対して 300mm

の初期水頭を与えて計測をしているため，試験の際に試験体に与える力の向きが影響していることなどが考えら

れる．  

４．まとめ 

シート養生がコンクリートの表面品質に及ぼす効果を異なる物質透過性試験によって長期間評価し，さらに同

じ試験体を用いたコア試験により中性化抵抗性を評価して傾向を比較した．その結果，シート養生による，透気

係数，表面吸水速度および中性化速度係数の低下を確認した．さらに SWAT 法による表面吸水速度の方がコア試

験結果によって得られた中性化速度係数との相関が強いことを確認した． 
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 図－2 表面含水率，透気係数および表面吸水速度の測定結果 
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図－3 中性化速度係数と物質透過試験結果の関係 
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